
「
国
語
国
文
学
研
究
」
第
四
十
九
号
抜
刷

平

成

二

十

六

年

三

月

六

日

発

行

『
太
平
広
記
』

訳
注

ー
巻
四
百
二
十
一

「
龍
」
四
(
上
)
|

太
平
広
記
読
書
会



『
太
平
広
記
』
訳
注

|
|
巻
四
百
二
十
一

「龍」

本
稿
は
前
稿
「
『
太
平
広
記
」
訳
注
|
巻
四
百
三
十
「
龍
」
三
(
下
)

」
(
『
国
語
閏
文
学
研
究
』
第
四
十
人
号
ご

O
二
三
年
)
に
続
き
、
『
太

平
広
記
』
の
巻
四
百
二
十
一
前
半
三
話
の
訳
注
で
あ
る
。

「太
平
広
記
』

は
北
宋
の
初
め
に
編
纂
さ
れ
た
小
説
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
。
本
書
は
日

本
の
説
話
文
学
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
訳
注

を
行
う
こ
と
は
今
後
の
中
国
文
学
・
日
本
文
学
双
方
の
研
究
に
資
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
る
。

ま
た
こ
れ
は
平
成
十
七
年
七
月
十
四
日
よ
り
始
ま
っ
た
『
太
平
広
記
』

読
書
会
の
成
呆
の
一
部
で
も
あ
る
。
当
読
書
会
は
熊
本
大
学
所
属
の
教
員

を
中
心
に
し
て
、
他
大
学
の
教
員
や
学
生
、
社
会
人
な
ど
、
所
属
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
広
く
集
ま
っ
た
有
志
に
よ
る
会
で
あ
り
、
今
後
も

「太
平
広

司止

を
読
み
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

底
本
、
参
考
文
献
、
及
び
字
体
に
つ
い
て
は
「
「太
平
広
記
』
訳
注

|
巻
四
百
十
人
「
龍
」
一
(
上
)
|
」
(
『
囲
語
圏
文
学
研
究
』
第
四
十
三

号

二

O
O八
年
)
及
び
前
稿
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
作
品
番
号
は
前

稿
の
続
き
と
す
る
。

四

(
上
)

太
平
広
記
読
書
会

omU
「
薗
断
」

〔
本
文
]

唐
故
兵
部
尚
書
粛
断
常
潟
京
兆
手
。
時
京
師
大
皐
、
炎
嘗
之
集
、
蒸
碑
周

疾
属
。
代
宗
命
宰
臣
、
下
有
司
祷
記
山
川
。
凡
月
像
、
暑
集
愈
盛
。

時
天
竺
僧
不
空
三
戴
居
於
静
住
寺
。
三
戴
普
以
持
念
召
龍
興
雲
雨
。
所

於
是
詣
寺
、
調
三
歳
目
、
「
今
蕊
橋
陽
累
月
失
。
聖
上
懸
憂
、
撤
幾
疑
食
。

歳
凶
是
念
、
民
療
矯
憂
。
幸
吾
師
矯
結
壇
場
致
雨
也
。
」
三
歳
日
、
「
易
奥

耳
。
然
召
龍
以
輿
雲
南
、
五
ロ
恐
風
雷
之
震
、
有
害
於
生
植
。
又
何
補
於
稼

積
耶
。
」
折
目
、
「
迅
雷
甚
雨
、
誠
不
能
滋
百
殻
、
適
足
以
滑
暑
熱
、
而
少

解
斡
首
之
病
也
。
願
無
僻
駕
。
」

三
識
不
獲
己
、
乃
命
其
徒
、
取
華
木
皮
僅
尺
館
、
績
小
龍
於
其
上
、
而

以
燈
甑
香
水
置
於
前
。
三
蔵
尊
呪
、
震
舌
呼
祝
。
呪
者
食
頃
、
即
以
綾
龍

授
折
目
、
「
可
投
此
於
曲
江
中
。
投
詑
亙
還
、
無
旨
風
雨
。
」
所
知
言
投
之
、

旋
有
白
龍
縫
尺
像
、
格
質
振
鱗
自
水
出
。
俄
而
身
長
敏
文
、
状
如
曳
素
、

倹
忽
亙
天
。
断
梗
馬
疾
駆
、
未
及
数
十
歩
、
雲
物
凝
晦
、
暴
雨
脹
降
。
比

至
永
崇
里
、
道
中
之
水
、
己
君
決
渠
実
。
(
出
『
宣
室
志
』)
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〔酬読〕
2

2

 

唐
の
故
の
兵
部
尚
書
粛
所
常
て
京
兆
予
為
り
。
時
に
京
師
大
早
に
し

て
、
炎
替
の
気
、
蒸
し
て
疾
腐
を
為
す
。
代
宗
宰
臣
に
命
じ
、
有
司
を

下
し
て
山
川
を
祷
施
せ
し
む
。
凡
そ
月
余
、
暑
気
愈
い
よ
盛
ん
な
り
。

時
に
天
些
一
僧
不
空
三
蔵
静
住
寺
に
居
る
。
一
一
一
蔵
普
く
持
念
を
以
て
竜

い
た

を
召
し
雲
雨
を
興
す
。
断
是
に
於
い
て
寺
に
詣
り
、
三
蔵
に
謂
ひ
て
日

か
-e

〈
、
「
今
葱
騎
陽
月
を
累
ぬ
。
聖
上
懸
憂
し
、
楽
を
撤
し
食
を
庇
す
。

歳
凶
は
是
念
、
民
療
は
憂
為
り
。
斡
は
く
は
吾
が
師
為
に
壇
場
を
結
び

《
晶

て
雨
を
致
せ
」
と
。
一
一
一
蔵
日
く
、
「
与
し
易
き
の
み
。
然
れ
ど
も
竜
を
召

し
て
以
て
雲
雨
を
興
す
は
、
吾
風
雷
の
震
の
、
生
植
に
害
有
る
を
恐
る
。

又
た
何
ぞ
稼
積
を
補
は
ん
や
」
と
。
断
固
く
、
「
迅
雷
甚
雨
は
、
識
に
百

i

た

殻
を
滋
す
能
は
ず
、
適
だ
以
て
暑
熱
を
清
む
る
に
足
る
の
み
な
る
も
、

而
る
に
少
し
く
斡
首
の
病
を
解
く
な
り
。
願
は
く
は
辞
す
る
こ
と
無
か

れ
」
と
。

三
歳
己
む
を
獲
ず
、
乃
ち
其
の
徒
に
命
じ
、
華
木
の
皮
を
取
ら
し
む

わ

づ

っ

る
こ
と
僅
か
に
尺
余
、
小
竜
を
其
の
上
に
績
害
、
而
し
て
炉
甑
香
水
を
以

て
前
に
置
く
。
三
蔵
転
呪
し
、
舌
を
震
は
せ
て
呼
祝
す
。
呪
す
る
こ
と

食
頃
に
し
て
、
即
ち
績
竜
を
以
て
析
に
授
け
て
日
く
、
「
此
を
曲
江
中
に

e

I

e

 

投
ず
ベ
し
。
投
じ
詑
は
り
て
亙
か
に
還
ら
ば
、
風
雨
を
冒
す
無
し
」
と
。

つ

わ

づ

断
言
の
加
く
し
て
之
を
投
ず
れ
ば
、
旋
い
で
白
竜
の
縫
か
に
尺
余
な
る

有
り
、
た
時
を
揺
ら
し
鱗
を
振
る
ひ
て
水
よ
り
出
づ
。
俄
か
に
し
て
身
の

ひ

E

長
数
丈
、
状
素
を
曳
く
が
如
く
、
倹
忽
と
し
て
天
に
E
る
。
所
馬
に

鞭
っ
ち
て
疾
駆
せ
し
む
る
も
、
未
だ
及
ぱ
ぎ
る
こ
と
数
十
歩
に
し
て
、
雲

E

t

z

 

物
凝
晦
し
、
暴
雨
膝
か
に
降
る
。
永
崇
里
に
至
る
比
、
道
中
の
水
、

己
に
渠
を
決
す
る
が
若
し
。

〔
語
注
]

O
兵
部
尚
書
唐
の
中
央
政
府
は
中
書
省
・
門
下
省
尚
書
省
の
三
省
を

中
核
と
し
、
そ
の
内
、
行
政
官
庁
に
当
た
る
の
が
尚
書
省
で
あ
る
。
尚
書

省
は
更
に
都
省
と
吏
部
・
戸
部
・
礼
部
・
兵
部
・
刑
部
・
工
部
の
六
部
に

分
か
れ
て
お
り
、
兵
部
は
国
防
を
司
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

そ
の
兵
部
の
長
官
を
兵
部
尚
書
と
呼
ぴ
、
正
三
位
の
高
官
で
あ
る
。

O
蒼

断
六
九
九
i
七
九
一
。
字
は
中
明
。
梁
の
都
陽
王
恢
の
七
世
の
孫
。

「新

唐
害
』
巻
百
五
十
九
「
粛
所
伝
」
に
よ
れ
ば
、
大
暦
十
三
年
(
七
七
七
)

に
工
部
尚
書
と
な
り
、
貞
元
三
年
(
七
八
七
)
に
は
礼
部
尚
書
も
兼
ね
て

い
る
が
、
兵
部
尚
書
や
京
発
ヂ
だ
っ
た
と
い
う
記
載
は
な
い
。

O
京
兆
予

京
兆
と
は
京
兆
府
の
こ
と
で
、
長
安
を
指
す
。
そ
の
次
官
を
予
と
呼
ぶ

(
長
官
に
当
た
る
牧
は
親
王
が
命
ぜ
ら
れ
る
名
誉
職
)
。

O
疾
贋
「
疾

構
」
に
同
巴
か
。
疾
棋
は
流
行
病
、
疫
病
。

O
代
宗
七
二
六
i
七
七
九
。

在
位
七
六
二

l
七
七
九
。
名
は
予
。
唐
の
第
入
代
皇
帝
。

O
不
空
三
歳

七
O
五
j
七
七
因
。
中
国
四
大
翻
訳
家
の
一
人
。
北
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン

系
の
父
と
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
人
の
母
と
の
聞
で
西
域
に
生
ま
れ
、
十
三
歳

の
時
に
叔
父
に
連
れ
ら
れ
て
長
安
に
入
る
。
自
ら
イ
ン

F
に
赴
い
て
経
論

五
百
余
部
を
持
ち
帰
り
、
多
数
の
密
教
経
典
を
翻
訳
す
る
傍
ら
、
玄
宗
、

粛
宗
、
代
宗
三
代
の
帝
の
厚
い
信
頼
を
得
て
、
中
国
社
会
に
密
教
を
定
着

さ
せ
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
に
伝
が
あ

る
。
「
三
蔵
」
は
経
蔵
・
律
蔵
論
蔵
の
=
一
つ
を
い
い
、
仏
典
の
総
称
。
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こ
れ
に
精
通
し
た
者
を
「
=
一
蔵
法
師
」
と
呼
ぶ
。

O
静
住
寺
『
宋
高
僧

伝
」
巻
一
「
唐
京
兆
大
奥
普
寺
不
空
伝
」
に
は
不
空
の
住
ん
だ
寺
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
静
住
寺
の
名
は
無
い
。
或
い
は
「
浄
住
寺
」
の

こ
と
か
。
持
住
寺
は
安
興
坊
十
字
街
の
西
北
に
在
っ
た
寺
の
名
。
元
階
吏

部
尚
書
義
宏
斉
の
宅
。
馬
戴
「
題
静
住
寺
欽
用
上
人
房
」
(
『
全
唐
詩
』
巻

五
百
五
十
六
)
に
「
寺
近
朝
天
路
、
多
聞
玉
偏
音
。
」
(
寺
朝
天
の
路
に

近
く
、
多
く
玉
侃
の
普
を
聞
く
ロ
)
と
あ
る
。
但
し
徐
松

「唐
両
京
城
坊

孜
」
に
よ
れ
ば
、
浄
住
寺
は
晋
昌
坊
の
十
字
衡
の
西
北
。
晋
昌
坊
は
大
慈

思
寺
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
曲
江
池
か
ら
盟
国
自
坊
に
戻

る
途
上
永
崇
旦
は
経
由
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
安
輿
坊
の
方
が
正
し
い

か。

O
持
念
加
持
祈
祷
な
ど
の
密
教
の
行
を
行
う
こ
と
。

O
踊

陽

勢

い
の
盛
ん
な
太
陽
。

O
民
療
「
療
」
は
や
ま
い
、
わ
ず
ら
い
。

O
生
植

生
育
と
繁
殖
。

O
穂
積
作
物
を
植
え
て
収
穫
す
る
こ
と
。
農
業
。

O
齢

首
秦
代
、
人
民
の
称
。
後
に
通
称
と
な
る
。

O
華
木
樺
の
こ
と
。
司

馬
相
如
「
上
林
賦
」
(
「文
選
』
巻
人
)
に
「
沙
業
棟
橋
、
華
楓
梓
櫨
、
留

落
膏
邪
、
仁
頻
井
閥
、
極
檀
木
蘭
、
議
章
女
貞
。
」
(
沙
栄
様
橋
、
華

楓
梓
櫨
、
留
落
膏
邪
、
仁
頻
井
閥
、
機
檀
木
蘭
、
議
章
女
貞
あ

り
。
)
と
あ
り
、
張
揖
注
に
「
華
、
皮
可
以
潟
索
。
」
(
華
、
皮
は
以
て
索

と
為
す
べ
し
。
)
と
あ
る
。

O
曲
江
池
の
名
。
曲
江
池
と
も
い
う
。
長

安
の
束
甫
隅
に
位
置
し
た
。
漢
の
武
帝
が
宜
春
苑
を
こ
こ
に
作
り
、
水
流

が
「
之
」
の
形
に
屈
曲
し
て
い
る
か
ら
名
付
け
た
。

O
永
崇
里
坊
の
名
。

長
安
城
の
南
東
部
に
あ
っ
た
。

O
『
宣
室
志
」

晩
唐
・
張
読
(
人
三
回

1
八
六
六
)
が
編
纂
し
た
小
説
集
。
既
に
散
侠
し
て
お
り
、
現
在
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
明
代
の
輯
本
(
十
巻
・
補
遺
一
巻
)
の
み
で
あ
る
。

こ
の
話
は
現
行
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
ロ

〔
訳
文
]

唐
の
元
兵
部
尚
書
薦
出
聞
は
嘗
て
京
兆
予
で
あ
っ
た
。
当
時
都
は
大
皐
魅

に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
蒸
し
暑
き
の
あ
ま
り
、
疫
病
が
流
行
っ
て
い
た
。

代
宗
は
重
臣
に
命
じ
て
、
役
人
を
派
遣
し
て
山
や
川
で
祈
祷
を
行
わ
せ
た
。

一
月
余
り
経
っ
と
、
暑
さ
は
い
よ
い
よ
盛
ん
に
な
っ
た
。

当
時
天
些
一
僧
の
不
空
三
蔵
は
静
住
寺
に
い
た
。
三
蔵
は
加
持
祈
祷
に

よ
っ
て
竜
を
召
喚
し
、
雲
雨
を
お
こ
す
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
た
。
析
は

そ
こ
で
寺
に
行
き
、
三
蔵
に
「
今
年
は
強
い
日
差
し
が
ご
ヶ
月
以
上
続
い

て
お
り
ま
す
。
陛
下
は
御
心
配
に
な
ら
れ
、
歌
舞
音
曲
を
廃
し
、
食
事
も

粗
末
な
も
の
に
換
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
凶
年
に
は
御
懸
念
を
、
民
の
病
に

は
御
憂
慮
を
抱
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
御
師
匠
様
に
は
壇
を
結
ん
で

雨
を
降
ら
せ
て
い
た
だ
き
と
う
存
じ
ま
す
。
」
と
言
っ
た
。
一
ニ
蔵
は
「
お

助
け
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
竜
を
召
喚
し
て
雲
爾
を
お
こ

す
の
は
、
風
や
雷
の
威
力
が
作
物
の
生
育
に
被
害
を
及
ぼ
す
一
恐
れ
が
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
に
雨
を
降
ら
せ
た
と
こ
ろ
で
、
農
作
物
の
被
害
を
補
う
こ

と
な
ど
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
言
っ
た
。
析
は
「
雷
鳴
や
大
雨
は
、
確

か
に
百
殻
を
潤
す
に
は
不
充
分
で
、
暑
気
を
払
う
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
し
か
し
民
の
病
は
あ
る
程
度
癒
さ
れ
る
の
で
す
。
ど
う
か
御
辞

退
な
さ
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
。
」
と
言
っ
た
。

三
蔵
は
や
む
を
得
ず
、
門
弟
に
命
じ
て
樺
の
皮
を
一
尺
(
約
一
三
.
一

岨
)
ほ
ど
取
っ
て
こ
さ
せ
、
蛇
を
そ
こ
に
結
び
つ
け
て
、
瓶
や
香
炉
、
香
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水
を
前
に
置
い
た
。
一
ニ
蔵
は
何
度
も
呪
文
を
唱
え
、
舌
を
震
わ
せ
て
大
声

で
祈
っ
た
ロ
し
ば
ら
く
呪
文
を
唱
え
る
と
、
結
び
つ
け
た
蛇
を
断
に
授
け

て
、
「
こ
れ
を
曲
江
に
投
げ
こ
ん
で
来
て
下
さ
い
。
投
げ
こ
ん
で
す
ぐ
に

お
戻
り
に
な
ら
れ
れ
ば
、
風
雨
に
遭
わ
ず
に
済
む
で
し
ょ
う
。
」
と
言
っ

た
。
析
が
言
わ
れ
た
と
お
り
に
投
げ
こ
む
と
、
す
ぐ
に
一
尺
余
り
の
白
竜

が
置
を
揺
ら
し
鋳
を
振
る
っ
て
水
か
ら
出
て
来
て
、
急
に
身
の
丈
数
丈

(
一
丈
H
約
三
一

m)
に
な
っ
た
。
ま
る
で
白
絹
を
引
っ
張
っ
た
よ
う
に
、

た
ち
ま
ち
天
を
横
切
っ
て
い
っ
た
。
析
は
馬
に
鞭
く
れ
て
疾
走
さ
せ
た
が
、

あ
と
数
十
歩
(
一
歩
H

一
.
五
五
五
回
)
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
黒
雲
が
立

ち
こ
め
、
大
雨
が
ぎ
っ
と
降
り
出
し
た
。
永
山
尚
南
里
ま
で
た
ど
り
着
い
た
頃

に
は
、
路
上
の
水
は
す
で
に
ま
る
で
運
河
が
決
壊
し
た
か
の
よ
う
だ
つ
た
。

on
「
遺
尺
漕
」

〔本文〕
昆
山
脈
遺
尺
揮
。
本
大
暦
中
、
村
女
矯
皇
太
子
元
妃
、
遺
玉
尺
、
化
鴬

龍
。
至
今
遂
成
揮
。
(
出
『
偉
載
』
)

〔酬読〕
昆
山
県
に
遺
尺
揮
あ
り
。
本
大
暦
中
、
村
女
皇
太
子
の
元
妃
と
為
り
、

玉
尺
を
遣
す
に
、
化
し
て
竜
と
為
る
。
今
に
至
り
て
遂
に
揮
と
成
る
。

〔語注〕

O
車
山
脈
県
名
。
現
在
の
上
海
市
西
部
。

O
元
妃
困
君
、
或
い
は
諸

侯
の
正
妻
。
大
暦
年
間
に
皇
太
子
で
あ
っ
た
の
は
後
の
徳
宗
で
あ
る
が
、

そ
の
正
妻
は
昭
徳
皇
后
王
氏
で
あ
る
。
『
新
唐
書
』
巻
七
十
七
「
后
妃
伝
」

に
は
「
徳
宗
昭
徳
皇
后
玉
氏
、
本
仕
家
、
失
其
譜
系
。
帝
矯
魯
王
時
納
矯

旗
、
生
順
宗
、
尤
見
寵
種
。
既
即
位
、
母
娘
淑
妃
、
贈
其
父
遇
揚
州
大
都

督
。
」
(
徳
宗
の
昭
徳
皇
后
王
氏
は
、
本
仕
家
な
る
も
、
其
の
誇
系
を
失
ふ
。

帝
魯
玉
為
り
し
時
納
れ
て
績
と
為
し
、
順
宗
を
生
み
、
尤
も
寵
礼
せ

ら
る
。
既
に
即
位
し
、
冊
せ
ら
れ
て
淑
妃
と
号
し
、
其
の
父
過
に
揚
州
大

都
督
を
贈
る
。
)
と
あ
り
、
元
々
役
人
と
な
り
得
る
家
柄
で
は
あ
る
が
、

系
譜
は
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
。
た
だ
し
徳
宗
と
王
氏
が
結
ぼ
れ
た
の
は
、

大
暦
年
間
以
前
の
こ
と
。

O
玉
尺
玉
で
作
っ
た
物
差
し
。
『
世
説
新
彊
巴

「
術
解
」
篇
に
「
後
有
一
回
父
耕
於
野
、
得
周
時
玉
尺
。
便
是
天
下
正
尺
。

有
試
以
校
己
所
治
鐘
鼓
金
石
綿
竹
、
皆
畳
短
一
黍
。
」
(
後
一
国
父
有
り
て

野
に
耕
す
に
、
周
時
の
玉
尺
を
得
た
り
。
使
ち
是
天
下
の
正
尺
な
り
。
有

試
み
に
以
て
己
の
治
む
る
所
の
鐘
鼓
金
石
線
竹
を
枝
す
る
に
、
皆
短

き
こ
と
一
黍
な
る
を
覚
ゆ
。
)
と
あ
る
。

O
『傭
載
』
作
者
未
詳
。
唐

の
武
徳
(
六
一
八
l
六
二
六
)
か
ら
元
和
(
人
O
六
l
八
二
O
)
ま
で
の

聞
の
雑
事
・
軟
事
を
記
し
て
い
る
。
『
太
平
広
記
」
に
は
三
十
六
話
ほ
ど

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

〔訳文〕
昆
山
県
に
遺
尺
揮
が
あ
る
。
昔
大
暦
年
間
(
七
六
六
1
七
七
九
)
、
村

の
娘
が
皇
太
子
の
正
妻
と
な
り
、
玉
の
物
差
し
を
残
し
て
い
っ
た
の
だ
が
、

こ
れ
が
変
化
し
て
竜
と
な
っ
た
。
今
は
そ
の
ま
ま
淵
と
な
っ
て
い
る
。
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on
「
劉
買
詞
」

〔本文〕
唐
洛
陽
劉
貫
詞
、
大
暦
中
、
求
恵
一
於
蘇
州
。
逢
察
霞
秀
才
者
精
彩
俊
爽
。

一
相
見
、
意
顔
殿
動
、
以
兄
呼
貰
調
。
既
而
携
羊
酒
来
宴
。
酒
岡
目
、
「
兄

今
汎
誹
江
湖
聞
、
何
鴬
乎
。
」
目
、
「
求
弔
耳
。
」
霞
目
、
「
有
所
抵
耶
、
汎

行
郡
園
耶
。
」
目
、
「
蓬
行
耳
。
」
霞
日
、
「
然
則
幾
獲
而
止
。
」
目
、
「
十
高
。
」

霞
目
、
「
蓬
行
而
望
十
高
、
乃
無
翼
而
思
飛
者
也
。
設
令
必
得
、
亦
慶
数

年
。
霞
居
洛
中
左
右
、
亦
不
貧
。
以
他
抹
避
地
、
音
問
久
絶
。
意
有
所
懇
、

祈
兄
矯
因
。
途
中
之
費
、
蓬
遊
之
望
、
不
擁
日
月
而
得
。
如
何
。
」
目
、
「
固

所
願
耳
。
」
霞
於
是
遺
銭
十
高
、
授
書
一
一
頼
。
白
目
、
「
逆
旅
中
退
蒙
周
念
、

既
無
形
跡
、
躯
露
心
誠
。
霞
家
長
鎗
晶
、
宅
謂
橋
下
。
合
眼
叩
橋
柱
、
嘗

有
鷹
者
、
必
遜
入
宅
。
娘
奉
見
時
、
必
請
奥
霞
少
妹
相
見
。
即
震
兄
弟
、

情
不
合
疎
。
書
中
亦
令
渠
出
奔
。
渠
難
年
幼
、
性
頗
慧
聴
。
使
渠
助
矯
主

人
。
百
絹
之
贈
、
渠
嘗
必
諾
。
」

貰
調
遂
蹄
、
到
潤
橋
下
。
一
揮
説
澄
、
何
計
自
達
。
久
之
、
以
篤
寵
紳

不
嘗
我
欺
。
試
合
眼
叩
之
、
忽
有
一
人
慮
。
困
視
之
、
則
失
橋
及
温
突
。

有
朱
門
甲
第
、
棲
閉
参
差
。
有
紫
衣
使
扶
立
於
前
、
而
問
其
意
。
貫
調
目
、

「
来
自
呉
郡
、
郎
君
有
害
。
」
問
者
執
書
以
入
。
頃
而
復
出
目
、
「
太
夫
人

奉
屈
。
」

遂
入
慮
中
、
見
太
夫
人
者
年
四
十
館
。
衣
服
皆
紫
、
容
貌
可
愛
。
貫
詞

奔
之
、
太
夫
人
答
拝
。
且
謝
目
、
「
児
子
遺
遊
、
久
絶
音
耗
。
勢
君
恵
蔵
、

数
千
里
遺
書
。
渠
少
失
意
上
官
、
其
恨
未
滅
。
一
従
遁
去
、
三
歳
寂
然
。

非
君
特
来
、
愁
緒
猶
積
。
」
言
詑
命
坐
。
貫
詞
日
、
「
郎
君
約
第
兄
弟
、
小

妹
子
即
貰
詞
妹
也
。
亦
嘗
相
見
。
」
夫
人
目
、
「
児
子
書
中
亦
言
。
渠
略
枕

頭
、
即
出
奉
見
。
」
俄
有
背
衣
目
、
「
小
嬢
子
来
。
」
年
可
十
五
六
。
容
色

絶
代
、
排
慧
過
人
。
既
拝
、
坐
於
母
下
。

遂
命
具
僕
、
亦
甚
精
潔
。
方
針
食
、
太
夫
人
忽
眼
赤
、
直
視
貫
詞
。
女

急
目
、
「
寄
寄
憲
来
、
宜
E
種
待
。
況
令
消
息
、
不
可
動
揺
。
」
因
目
、
「
書

中
以
兄
虞
分
、
令
以
百
絹
奉
贈
、
既
難
濁
事
、
須
使
軽
費
。
今
奉
一
器
、

其
債
相
昔
。
可
乎
。
」
貫
調
目
、
「
巳
篤
兄
弟
、
寄
一
書
札
、
畳
宜
受
其
賜
。
」

太
夫
人
目
、
「
郎
君
貧
遊
、
児
子
備
述
。
今
副
其
請
、
不
可
推
僻
。
」
貫
詞

謝
之
。
因
命
取
銀
園
椀
来
。

又
進
食
、
未
幾
、
太
夫
人
復
燈
視
眼
赤
、
口
爾
角
誕
下
。
女
急
掩
其
口

目
、
「
寄
寄
深
誠
託
人
、
不
宜
如
此
。
」
乃
目
、
「
娘
年
高
、
風
疾
費
動
、

砥
費
不
得
。
兄
宜
且
出
。
」
女
若
憧
者
。
遺
青
衣
持
椀
、
白
隠
而
授
貫
詞

目
、
「
此
厨
賓
園
椀
。
其
園
以
銭
災
属
。
唐
人
得
之
、
固
無
所
用
。
得
銭

十
高
、
可
貨
之
。
其
下
勿
欝
。
某
縁
娘
疾
、
須
侍
左
右
、
不
遂
従
容
。
」

再
拝
而
入
。

貫
詞
持
椀
而
行
、
散
歩
回
顧
、
碧
海
危
橋
、
宛
似
初
到
。
視
手
中
器
、

乃
一
黄
色
銅
椀
也
。
其
債
只
三
五
銀
耳
。
大
以
鴛
穂
妹
之
妄
也
。
執
膏
於

市
、
有
酬
七
百
八
百
者
、
亦
酬
五
百
者
。
念
龍
榊
貴
信
、
不
嘗
欺
人
、
日

日
持
行
子
市
。
及
歳
絵
、
西
市
唐
忽
有
胡
客
来
。
視
之
大
喜
、
問
其
慣
。

貫
調
目
、
「
二
百
縄
。
」
客
目
、
「
物
宜
所
置
。
何
止
二
百
縄
。
且
非
中
園

之
賓
、
有
之
何
金
。
百
縛
可
乎
。
」
貫
詞
以
初
約
只
爾
、
不
復
庚
求
、
遂

許
之
交
受
。

客
目
、
「
此
乃
厨
賓
園
銀
園
椀
也
。
在
其
園
、
大
積
人
患
厄
。
此
椀
失
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来
、
其
園
大
荒
、
兵
文
乱
起
。
王
口
開
矯
龍
子
所
由
輔
、
巳
近
四
年
。
其
君
方

以
圏
中
半
年
之
賦
召
腰
。
君
何
以
致
之
ロ
」
貫
詞
具
告
其
賞
。
客
目
、
「
周

賓
守
龍
上
訴
、
嘗
迫
尋
次
。
此
霞
所
以
避
地
也
。
陰
冥
吏
殿
、
不
得
陳
首
、

籍
君
矯
由
送
之
耳
。
股
勤
見
妹
者
、
非
固
親
也
。
慮
老
龍
之
喰
、
或
欲
相

攻
、
以
其
妹
術
君
耳
。
此
椀
既
出
、
渠
亦
嘗
来
。
亦
消
息
之
道
也
。
五
十

日
後
、
漕
洛
波
騰
、
溢
濁
晦
目
。
是
霞
蹄
之
候
也
。
」
日
、
「
何
以
五
十
日

然
後
蹄
。
」
客
目
、
「
五
口
携
過
嶺
、
方
敢
来
復
。
」
貫
記
之
。
及
期
往
視
、

誠
然
失
。
(
出
『
横
玄
怪
録
』
)

〔酬読〕
唐
の
洛
陽
の
劉
貫
詞
は
、
大
暦
中
、
蘇
州
に
求
ち
す
。
察
霞
秀
才
な
る

者
に
逢
ふ
に
精
彩
俊
爽
な
り
。
一
た
び
相
見
て
、
意
頗
る
段
勤
に
し
て
、i陪

兄
を
以
て
貰
調
を
呼
ぶ
。
既
に
し
て
羊
酒
を
携
へ
来
り
て
宴
す
。
酒
聞

に
し
て
日
く
、
「
兄
今
紅
潮
の
聞
を
汎
瀞
す
る
は
、
何
為
れ
ぞ
」
と
。
日

い
た

く
、
「
求
ち
す
る
の
み
」
と
。
霞
日
く
、
「
抵
る
所
有
り
や
、
汎
く
郡
園
を

い
《
陪
〈

行
く
や
」
と
。
日
く
、
「
蓬
行
す
る
の
み
」
と
。
霞
日
く
、
「
然
ら
ぱ
則
ち
幾

を
獲
ば
止
む
か
」
と
。
日
く
、
「
十
万
な
り
」
と
。
霞
日
く
、
「
蓬
行
し
て

十
万
を
望
む
は
、
乃
ち
翼
無
く
し
て
飛
ば
ん
と
思
ふ
者
な
り
。
設
し
必
ず

得
し
む
る
も
、
亦
た
数
年
を
廃
せ
ん
。
霞
洛
中
の
左
右
に
居
り
、
亦
た

貧
な
ら
ず
。
他
故
を
以
て
地
を
避
け
、
音
問
久
し
く
絶
申
。
意
に
懇
ろ

な
ら
ん
と
す
る
所
有
り
、
兄
に
祈
め
て
為
に
回
ら
し
め
ん
。
途
中
の
費
、

蓬
遊
の
望
、
日
月
を
郵
た
ず
し
て
得
ん
。
如
何
」
と
。
日
く
、
「
固
よ
り

願
ふ
所
な
る
の
み
」
と
。
霞
是
に
於
い
て
銭
十
万
を
遺
ら
ん
と
し
、
書

ー

一
績
を
授
く
。
白
し
て
固
く
、
「
逆
旅
の
中
謹
か
に
周
念
を
蒙
り
、
既
に

形
跡
無
け
れ
ば
、
親
ち
心
誠
を
露
は
さ
ん
。
震
の
家
は
飾
品
に
長
た
り
、

調
橋
の
下
に
宅
す
。
眼
を
合
し
て
橋
柱
を
叩
か
ば
、
当
に
応
ず
る
者
有
り

む
か

て
、
必
ず
逝
へ
て
宅
に
入
ら
し
む
べ
し
。
娘
奉
見
の
時
、
必
ず
霞
の
少

妹
と
相
見
え
ん
こ
と
を
請
へ
。
即
ち
兄
弟
と
為
ら
ぱ
、
情
合
に
疎
な
る

か
れ

べ
か
ら
ず
。
書
中
亦
た
渠
を
し
て
出
で
拝
せ
し
め
ん
。
渠
は
年
幼
し
と

難
も
、
性
頗
る
慧
聡
な
り
。
渠
を
し
て
助
け
て
主
人
と
為
ら
し
め
ん
。

百
縄
の
贈
、
渠
当
に
必
ず
諾
す
べ
し
」
と
。

貫
詞
遂
に
帰
り
、
調
橋
の
下
に
到
る
。
一
揮
拡
澄
と
し
て
、
何
の
計

も
て
自
ら
逮
せ
ん
。
之
を
久
し
く
し
て
、
以
為
へ
ら
く
竜
神
当
に
我
を

欺
く
べ
か
ら
ず
と
。
試
み
に
眼
を
合
し
て
之
を
叩
く
に
、
忽
ち
一
人
の
応

ず
る
有
り
。
困
り
て
之
を
視
れ
ば
、
則
ち
橋
及
び
揮
を
失
ふ
。
朱
門
甲
第

有
り
、
楼
閣
参
差
た
り
。
紫
衣
の
使
ひ
有
り
て
前
に
扶
立
し
、
而
し
て

其
の
意
を
問
ふ
。
貫
詞
日
く
、
「
呉
郡
よ
り
来
り
、
郎
君
に
書
有
り
」
と
。

L
躍
ら

問
ふ
者
曹
を
執
り
て
以
て
入
る
。
頃
く
あ
り
て
復
た
出
で
て
日
く
、
「
太

夫
人
屈
し
奉
る
」
と
。

ま
み

遂
に
庁
中
に
入
り
、
太
夫
人
な
る
者
の
年
四
十
余
な
る
に
見
ゆ
。
衣
服

皆
紫
に
し
て
、
容
貌
愛
す
べ
し
。
貫
詞
之
に
拝
し
、
太
夫
人
答
拝
す
。

且
つ
謝
し
て
日
く
、
「
児
子
遠
遊
し
、
久
し
く
音
耗
を
絶
つ
。
君
が
恵
顧

を
労
し
、
数
千
里
よ
り
書
を
逮
す
。
渠
少
し
く
意
を
上
官
に
失
ひ
、
其

の
恨
み
未
だ
減
ぜ
ず
。
一
た
び
遁
去
に
従
ひ
、
一
二
歳
寂
然
た
り
。
君
の

を

特
に
来
た
る
に
非
ず
ん
ば
、
愁
緒
猶
ほ
積
ま
ん
」
と
。
言
ひ
詑
は
り
て

坐
を
命
ず
。
貫
詞
日
く
、
「
郎
君
約
し
て
兄
弟
と
為
れ
ば
、
小
妹
子
は
即

ち
貫
詞
の
妹
な
り
。
亦
た
当
に
相
見
ゆ
ベ
し
」
と
。
夫
人
日
く
、
「
児
子
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の
書
中
も
亦
た
言
ふ
。
渠
略
ほ
顕
を
流
ら
ば
、
即
ち
出
で
て
見
え
奉

ら
ん
」
と
。
俄
か
に
し
て
脊
衣
有
り
て
日
く
、
「
小
嬢
子
来
た
る
」
と
。

z

，m 

年
十
五
六
可
。
容
色
絶
代
に
し
て
、
排
慧
人
に
過
ぐ
。
既
に
拝
し
て
、

母
の
下
に
坐
す
。

遂
に
命
じ
て
候
を
具
へ
し
め
、
亦
た
甚
だ
精
潔
た
り
。
方
に
榊
ひ
食
す

る
に
、
太
夫
人
忽
ち
眼
赤
く
、
直
ち
に
貰
詞
を
視
る
。
女
急
ぎ
て
日

し
ぼ
色

〈
、
「
膏
膏
盛
り
て
来
た
ら
し
む
れ
ば
、
宜
し
く
且
く
礼
も
て
待
す
ペ

し
。
況
ん
や
患
ひ
を
消
き
し
む
れ
ば
、
動
揺
せ
し
む
べ
か
ら
ず
」
と
。
因

り
て
日
く
、
「
書
中
兄
の
処
分
を
以
て
、
百
絹
を
以
て
贈
り
奉
ら
し
む
る

も
た
ら

も
、
既
に
独
り
挙
げ
難
け
れ
ば
、
須
ら
く
軽
く
粛
さ
し
む
べ
し
。
今
一

器
を
奉
る
に
、
其
の
価
相
当
る
。
可
な
る
か
」
と
。
貫
詞
日
く
、
「
巳
に

兄
弟
と
為
り
、
一
書
札
を
寄
す
の
み
な
る
に
、
畳
に
宜
し
く
其
の
賜
を
受

nu
ぷ
き

く
べ
け
ん
や
」
と
。
太
夫
人
目
く
、
「
郎
君
の
貧
遊
、
児
子
備
に
述
ぷ
。

今
其
の
請
に
献
へ
ば
、
推
辞
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
貫
調
之
に
謝
す
。
因

り
て
命
じ
て
鎖
国
の
椀
を
取
り
て
来
た
ら
し
む
。

い
を

又
た
食
を
進
め
、
未
だ
幾
な
ら
ず
し
て
、
太
夫
人
復
た
瞳
視
し
て

眼
赤
く
、
口
の
両
角
よ
り
誕
下
る
。
女
急
ぎ
て
其
の
口
を
掩
ひ
て
日

く
、
「
寄
寄
深
誠
も
て
人
に
託
せ
ば
、
宜
し
く
此
の
如
く
す
べ
か
ら
ず
」

と
。
乃
ち
日
く
、
「
娘
年
高
く
、
風
疾
発
動
せ
ば
、
昨
し
み
対
せ
ん
と
す

る
も
得
ず
ロ
兄
宜
し
く
且
く
出
づ
ベ
し
」
と
ロ
女
憧
る
る
者
の
若
し
。

青
衣
を
遺
り
て
椀
を
持
た
し
め
、
自
ら
随
ひ
て
貫
詞
に
授
け
て
日
く
、
「
此

け
い
砂
ん

厨
賓
園
の
椀
な
り
。
其
の
園
以
て
災
腐
を
鎮
む
。
唐
人
之
を
得
る
も
、

'
 

固
よ
り
用
ふ
る
所
無
し
。
銭
十
万
を
得
ぱ
、
之
を
貨
る
べ
し
。
其
の
下
は

-

E

よ

欝
ぐ
勿
れ
。
某
娘
の
疾
に
縁
り
て
、
須
ら
く
左
右
に
侍
る
ベ
け
れ
ば
、

遂
に
従
容
せ
ず
」
と
。
再
拝
し
て
入
る
。

あ
た
か

貫
詞
椀
を
持
ち
て
行
き
、
数
歩
に
し
て
回
顧
す
れ
ば
、
碧
揮
危
橋
、
宛

も
初
め
到
り
し
と
き
に
似
た
り
。
手
中
の
器
を
視
る
に
、
乃
ち
一
黄
色
の

銅
椀
な
り
。
其
の
価
只
だ
三
五
銭
な
る
の
み
。
大
い
に
以
為
へ
ら
く
竜

妹
の
妄
な
り
と
。
執
り
て
市
に
膏
ぐ
に
、
七
百
八
百
を
酬
ゆ
る
者
、
亦
た

五
百
を
酬
ゆ
る
者
有
り
ロ
竜
神
の
信
を
貴
ぴ
、
当
に
人
を
欺
く
べ
か
ら
ざ

る
を
念
ひ
、
日
日
持
ち
て
市
に
行
く
。
歳
余
に
及
び
、
西
市
の
庖
に
忽
ち

胡
客
の
来
た
る
有
り
。
之
を
視
て
大
い
に
喜
び
、
其
の
価
を
問
ふ
。
貫
詞

&
 

日
く
、
「
二
百
絡
な
り
」
と
。
客
日
く
、
「
物
は
宜
し
く
直
た
る
所
あ
る
べ

た

そ

も

し
。
何
ぞ
止
だ
に
二
百
縛
の
み
な
ら
ん
。
且
そ
も
中
国
の
宝
に
非
ず
し
て
、

之
有
る
も
何
の
益
か
あ
ら
ん
。
百
縄
は
可
な
る
か
」
と
。
貰
詞
初
め
約

し
か

す
る
こ
と
只
だ
爾
る
を
以
て
、
復
た
広
く
は
求
め
ず
、
遂
に
之
に
許
し
て

交
受
す
。

客
日
く
、
「
此
乃
ち
厨
賓
国
の
鎖
国
の
椀
な
り
。
其
の
固
に
在
り
て
は
、

こ
の
か
た

大
い
に
人
の
患
厄
を
穣
ふ
。
此
の
椀
失
は
れ
て
来
、
其
の
園
大
い
に

ぬ
サ

荒
れ
、
兵
文
乱
起
す
。
吾
聞
く
竜
子
の
窃
む
所
と
為
り
、
己
に
四
年
に

近
し
と
。
其
の
君
方
に
固
中
の
半
年
の
賦
を
以
て
召
服
す
。
君
何
を
以

て
之
を
致
す
か
」
と
。
貫
詞
具
に
其
の
実
を
告
ぐ
。
客
日
く
、
「
嗣
賓
の

守
竜
上
訴
し
、
追
尋
の
次
に
当
た
る
。
此
霞
の
地
を
避
く
る
所
以
な
り
。

陰
冥
の
吏
は
厳
に
し
て
、
陳
首
す
る
を
得
ず
、
君
に
蒋
り
て
由
り
て
之
を

送
る
を
為
す
の
み
。
殿
動
に
妹
に
見
え
し
む
る
は
、
固
よ
り
親
し
む
に
非

唾

ん

，

、

ざ
る
な
り
。
老
竜
の
喰
を
慮
り
、
或
い
は
相
峡
ら
は
ん
と
欲
せ
ば
、
其
の
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妹
を
以
て
君
を
衛
ら
ん
と
す
る
の
み
。
此
の
椀
既
に
出
づ
れ
ば
、
渠
も

亦
た
当
に
来
た
る
べ
し
。
亦
た
消
患
の
遣
な
り
。
五
十
日
の
後
、
漕
洛
の

1
1
 

渡
騰
、
海
濡
と
し
て
日
を
晦
く
す
。
是
霞
の
帰
る
の
候
な
り
」
と
。
日

く
、
「
何
を
以
て
五
十
日
に
し
て
然
る
後
に
帰
る
か
」
と
。
客
日
く
、
「
吾

ぜ

携
へ
て
嶺
を
過
ぎ
て
、
方
め
て
敢
へ
て
来
り
復
ら
ん
」
と
。
貰
之
を
記
す
。

期
に
及
ぴ
て
往
き
視
れ
ば
、
誠
に
然
り
。

〔
語
注
〕

O
洛
陽
現
在
の
河
甫
省
洛
陽
市
一
帯
。

O
劉
買
詞
未
詳
。
両
『
唐
書
』

に
は
見
え
な
い
。

O
求
巧
物
乞
い
を
す
る
。

O
蕗
州
現
在
の
江
蘇
省

蘇
州
市
一
帯
。

O
葱
霞
未
詳
。
両
『
唐
書
」
に
は
見
え
な
い
。

O
秀
才

科
挙
禦
明
期
に
は
明
経
・
進
士
・
明
法
な
ど
の
科
目
の
中
で
筆
頭
科
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
開
元
年
間
(
七
一
二
一
i
七
四
一
)
ま
で
に
廃
止

さ
れ
、
そ
の
後
は
科
挙
に
応
ず
る
者
の
通
称
と
な
っ
た
。

O
無
形
跡

「
形
跡
」
は
礼
儀
作
法
。
「
無
形
跡
」
は
礼
儀
作
法
を
気
に
か
け
な
く
て

良
い
親
密
な
関
係
で
あ
る
こ
と
。
張
駕
「
遊
仙
窟
」
に
「
親
則
不
謝
、
謝

則
不
親
。
幸
願
張
郎
、
莫
矯
形
跡
。
」
(
親
な
れ
ば
則
ち
謝
せ
ず
、
謝
せ
ば

則
ち
親
な
ら
ず
。
幸
ひ
願
は
く
は
張
郎
、
形
跡
を
為
す
莫
か
れ
。
)
と
あ

る。

O
清
橋
文
字
通
り
な
ら
ば
、
長
安
の
北
を
流
れ
る
調
水
に
架
け
ら

れ
た
橋
。
『
三
輔
黄
図
」
巻
六
「
橋
」
に
「
謂
橋
、
秦
始
皇
造
。
謂
橋
重

不
能
勝
、
乃
刻
石
作
力
士
孟
責
等
像
祭
之
、
乃
可
動
。
今
石
人
在
。
」
(
滑

た

橋
は
、
秦
始
皇
造
る
。
謂
橋
重
く
し
て
勝
ふ
能
は
ず
、
乃
ち
石
を
刻
み

て
力
士
孟
責
等
の
像
を
作
り
て
之
を
祭
れ
ば
、
乃
ち
動
く
べ
し
。
今
石

人
在
り
。
)
と
あ
り
、
注
に
「
潤
橋
在
長
安
北
三
里
、
跨
潤
水
篇
橋
。
」
(
謂

橋
は
長
安
の
北
三
呈
に
在
り
、
清
水
を
跨
ぎ
て
橋
と
為
る
。
)
と
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
話
で
は
洛
陽
付
近
に
在
る
は
ず
な
の
で
、
未
詳
。

O
娘

母
親
。

O
渠
か
れ
。
三
人
称
代
名
詞
。

O
呉
郡
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州

市
。
太
湖
の
東
岸
に
位
置
す
る
。

O
太
夫
人
官
吏
の
母
。
『
漢
書
』
巻
囚

「
文
帝
紀
」
の
如
淳
注
に
「
列
侯
之
妻
稽
夫
人
。
列
侯
死
、
子
復
策
列
侯
、

乃
得
稽
太
夫
人
。
子
不
矯
列
侯
不
得
稀
也
。
」
(
列
侯
の
妻
を
夫
人
と
称
す
。

列
侯
死
L
、
子
復
た
列
侯
と
為
ら
ぱ
、
乃
ち
太
夫
人
と
称
す
る
を
得
。

子
列
侯
と
為
ら
ぎ
れ
ば
称
す
る
を
得
ぎ
る
な
り
。
)
と
あ
り
、
漢
代
に
は

子
が
列
侯
の
位
を
継
い
だ
場
合
、
そ
の
母
親
の
こ
と
を
太
夫
人
と
称
し
た

と
い
う
。

O
動
揺
心
を
揺
る
が
す
。

O
庫
分
決
定
す
る
。
判
断
す
る
。

O
緬
銅
銭
に
紐
を
通
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
通
常
一
千
枚
を
一
一
緒
と
す

る。

O
副
か
な
う
。
符
合
す
る
。

O
風
痕
「
嵐
病
」
に
同
じ
。
神
経

が
錯
乱
し
、
精
神
に
異
常
を
来
す
と
も
い
う
。

O
周
賓
圏
中
央
ア
ジ
ア

に
在
っ
た
園
名
。
南
北
朝
時
代
に
は
カ
シ
ミ
1
ル
を
指
し
、
陪
唐
代
に
は

カ
I
ピ
サ
お
よ
び
ガ
ズ
ニ

l
(漕
国
)
を
こ
の
名
で
呼
ん
だ
と
い
う
。

『新

唐
害
』
巻
二
百
二
十
一
上
「
西
域
伝
」
に
「
厨
賓
、
陪
漕
園
也
。
居
葱
嶺

南
、
距
京
師
高
二
千
里
而
庫
。
南
距
舎
術
三
千
里
。
王
居
惰
鮮
城
、
常
役

属
大
月
氏
。
地
暑
謀
、
人
乗
象
、
俗
治
浮
屠
法
。
」
(
厨
賓
は
、
捕
の
漕
固2

 

な
り
。
葱
嶺
の
南
に
居
り
、
京
師
よ
り
距
た
る
こ
と
万
三
千
里
に
し
て
蹴

る
ロ
甫
の
か
た
舎
衛
よ
り
距
た
る
こ
と
三
千
里
。
王
情
鮮
城
に
居
り
、

常
に
大
月
氏
に
役
属
す
。
地
暑
湿
に
し
て
、
人
象
に
乗
り
、
俗
浮
屠

の
法
を
治
む
。
)
と
あ
る
。
ま
た
『
大
唐
西
域
記
」
巻
二
一
「
烏
刺
戸
国
」

に
「
烏
刺
戸
園
、
周
三
千
絵
里
。
(
中
略
)
・
従
此
東
南
、
登
山
履
険
、
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度
繊
橋
、

fg十
絵
里
、
至
迦
課
蒲
羅
園
。
」
(
烏
刺
戸
国
は
、
周
一
平
余
里
。

E

(

中
略
)
・
:
此
よ
り
東
南
し
、
山
に
登
り
険
を
履
み
、
鉄
橋
を
度
り
、

行
く
こ
と
千
余
里
に
し
て
、
迦
湿
弥
羅
固
に
至
る
。
」
と
あ
り
、
「
迦
湿
弥

羅
園
」
に
注
し
て
「
嘗
日
厨
賓
、
枕
也
。
北
印
度
境
。
」
(
旧
崩
賓
と
日
ひ
、

枕
す
る
な
り
。
北
印
度
の
境
。
)
と
い
う
。

o=一
五
銀
「
三
五
」
は
数

の
多
く
な
い
こ
と
、
「
銀
」
は
銅
銭
の
こ
と
。
白
行
簡
「
三
夢
記
」
に
「
昨

夢
二
人
従
東
来
、
一
書
而
短
者
祝
晴
、
獲
鎮
二
銀
駕
。
」
(
昨
に
夢
に
二
人

東
よ
り
来
た
り
、
一
の
費
あ
り
て
短
か
き
者
祝
商
し
、
銭
二
銀
を
獲
た

り
。
)
と
あ
る
。
蘇
道
明
『
玄
怪
録
続
玄
怪
録
』
(
漸
江
古
籍
出
版
社

一
九
八
九
年
)
は
「
相
当
子
一
千
銭
，
即
一
一
帯
。
」
と
注
す
る
が
、
こ
こ

で
は
従
わ
な
い
。

O
西
市
唐
代
長
安
最
大
の
商
業
市
場
の
一
つ
。
長
安

城
の
西
に
あ
り
、
一
一
坊
分
の
敷
地
を
占
め
て
い
た
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

通
っ
て
き
た
西
域
の
商
人
達
が
集
ま
っ
て
お
り
、
酒
場
や
旅
館
、
金
銀
宝

飾
庖
な
ど
も
営
業
し
て
い
た
。

O
胡
客
西
域
か
ら
や
っ
て
来
た
旅
人
。

西
域
か
ら
や
っ
て
来
た
商
人
が
一
見
あ
り
ふ
れ
た
物
の
価
値
を
見
抜
き
、

そ
れ
を
高
値
で
買
い
取
る
と
い
う
一
群
の
話
、
所
調
「
胡
人
買
宝
曹
」
に

つ
い
て
は
、
石
田
幹
之
助
「
西
域
の
商
胡
、
重
価
を
以
て
賓
物
を
求
む
る

話

|
唐
代
支
那
に
広
布
せ
る
一
種
の
説
話
に
就
い
て
」
「
再
び
胡
人

採
賓
曹
に
就
い
て
」
「
胡
人
採
賓
諏
補
遺
」
(
『
長
安
の
春
』
東
洋
文
庫
平

凡
社
一
九
六
七
年
)
、
富
永
一
登

「中
国
古
小
説
の
展
開
』
第
五
章
第
三

節
「
商
胡
買
宝
樟
」
(
研
文
出
版
二

O
二
ニ
年
)
等
に
詳
し
い
。
。
且

そ
も
そ
も
。
発
語
の
辞
。

O
陳
首
自
首
す
る
。

O
股
勤
見
妹
者
、
非
固

親
也
内
国
道
夫
『
中
園
小
説
研
究
」
第
六
章
「
唐
の
中
期
以
降
の
作

品
」
(
評
論
杜
一
九
七
七
年
)
は
本
話
の
要
約
を
挙
げ
、
「
鄭
重
な
竜
妹
と

い
う
の
は
も
と
も
と
兄
弟
で
は
ま
く
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
は

「
股
勤
に
見
ゆ
る
と
こ
ろ
の
妹
は
、
固
よ
り
親
に
非
ぎ
る
な
り
。
」
と
訓
ず

る
と
恩
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
先
に
秦
霞
が
「
娘
奉
見
時
、
必
請
奥
霞

少
妹
相
見
。
即
第
兄
弟
、
情
不
合
疎
。
」
(
娘
奉
見
の
時
、
必
ず
霞
の
少

妹
と
相
見
え
ん
こ
と
を
請
へ
。
即
ち
兄
弟
と
為
ら
ぱ
、
情
合
に
疎
な
る

べ
か
ら
ず
。
)
と
言
い
、
ま
た
劉
貫
詞
も
「
郎
君
約
第
兄
弟
、
小
妹
子
即

貰
詞
妹
也
。
亦
嘗
相
見
。
」
(
郎
君
約
し
て
兄
弟
と
為
れ
ば
、
小
妹
子
は

即
ち
貫
調
の
妹
な
り
。
亦
た
当
に
相
見
ゆ
ベ
し
。
)
と
言
っ
て
、
妹
に
会

う
理
由
と
し
て
劉
貫
詞
と
察
霞
の
義
兄
弟
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
「
非
固
親
也
」
は
「
(
竜
の
妹
は
)
も
と
も
と
親
族
で
は
な
い
。
」

の
意
で
は
な
く
、
「
(
薬
霞
は
劉
貫
詞
に
対
し
て
)
本
当
に
親
し
く
思
っ
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
。
」
の
意
で
解
す
る
。

O
喰
少
し
食
う
。
試
し
食

い
す
る
。

O
漕
洛
未
詳
。
「
漕
」
は
運
河
。
格
水
に
繋
が
る
運
河
か
。

O
漫
漏
水
の
音
。

O
『
績
玄
怪
録
』
唐
の
李
復
言
(
生
没
年
未
詳
)

の
撰
し
た
伝
奇
集
。
牛
僧
騰
の
『
玄
怪
録
』
の
あ
と
を
継
ぐ
意
味
で
名
づ

け
ら
れ
た
。
太
和
年
間
以
降
の
異
聞
を
記
す
。
『
新
唐
書
』
巻
五
十
八
「
芸

文
志
」
・
『
直
斎
書
録
解
題
』
は
五
巻
と
す
る
が
、
『
郡
斎
読
書
志
』
は
十

巻
と
し
て
い
る
。
南
宋
に
は
臨
安
の
書
買
の
刻
し
た
四
巻
本
が
出
た
が
、

四
巻
本
は

『続
幽
怪
録
』
と
題
し
て
い
る
。
『
太
平
広
記
』
に
は
三
十
一

話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
中
華
害
局
点
校
本
で
は
巻
三
に

「
蘇
州
客
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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〔
訳
文
〕

唐
の
洛
陽
の
劉
貫
調
は
、
大
暦
年
間
(
七
六
六

i
七
七
九
)
、
蘇
州
で

物
乞
い
を
し
て
い
た
。
秀
才
の
察
霞
と
い
う
立
派
な
風
采
の
男
と
一
度

会
っ
た
だ
け
で
大
層
親
し
く
な
り
、
霞
は
貫
詞
を
「
兄
上
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
。
あ
る
時
、
霞
が
羊
肉
と
酒
を
持
っ
て
来
て
酒
盛
り
と
な
っ
た
。

宴
も
盛
り
を
過
ぎ
た
頃
、
霞
が
「
兄
上
が
今
世
間
を
広
く
渡
り
歩
い
て
お

ら
れ
る
の
は
、
ど
う
い
う
訳
で
す
か
己
と
尋
ね
た
。
貰
詞
「
物
乞
い
を

し
て
い
る
だ
け
だ
よ
。
」
霞
「
目
的
地
は
あ
る
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
広

く
諸
国
を
渡
り
歩
い
て
い
る
の
で
す
か
。
」
貫
詞
「
当
て
処
な
く
放
浪
し

て
い
る
だ
け
だ
。
」
霞
「
そ
れ
な
ら
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
手
に
入
っ
た

ら
旅
を
辞
め
ま
す
か
。
」
貫
詞
「
十
万
銭
だ
な
。
」
霞
「
放
浪
し
て
お
い
て

十
万
銭
欲
し
い
と
は
、
翼
も
無
い
の
に
飛
び
た
い
と
思
う
よ
う
な
も
の
で

す
。
も
し
き
っ
と
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
数
年
は
無
駄

に
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
し
ょ
う
。
私
は
裕
陽
の
辺
り
に
家
が
あ
り
、
貧

し
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
差
し
障
り
が
あ
っ
て
国
を
離
れ
、
長
く
音
信
不
通

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
の
お
願
い
が
あ
る
の
で
す
が
、
ど
う
か
兄

上
に
は
私
の
た
め
に
帰
郷
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
お
引
き
受
け
い
た
だ

け
れ
ば
、
兄
上
は
道
中
の
旅
費
も
、
放
浪
し
た
い
と
い
う
望
み
も
、
月
日

を
無
駄
に
せ
ず
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
」
貫
詞
「
も
と
よ
り
願
う
と
こ
ろ
だ
。
」
霞
は
そ
こ
で
銭
十
万
を
贈
る

こ
と
に
し
、
手
紙
を
一
通
預
け
た
。
そ
し
て
「
旅
先
に
て
思
い
が
け
ず
も

目
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
す
で
に
礼
儀
作
法
を
気
に
す
る
間
柄
で
も
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
私
の
真
心
を
お
示
し
し
ま
し
ょ
う
。
私
の
家
は
鱗
あ
る
者

を
率
い
て
お
り
、
溝
橋
の
下
に
家
を
構
え
て
お
り
ま
す
。
眼
を
閉
じ
て
橋

脚
を
叩
け
ば
、
必
ず
や
応
答
す
る
者
が
あ
っ
て
我
が
家
へ
迎
え
入
れ
ら
れ

る
は
ず
で
す
。
母
に
謁
見
す
る
際
に
は
、
必
ず
私
の
末
の
妹
に
会
い
た
い

と
願
い
出
て
下
さ
い
。
私
と
あ
な
た
は
兄
弟
と
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
よ

そ
よ
そ
し
く
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
手
紙
に
も
彼
女
に
出
て
こ
さ

せ
る
よ
う
に
書
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
彼
女
は
年
は
若
い
と
い
っ
て
も
、

大
層
聡
明
で
す
ロ
彼
女
に
あ
な
た
を
助
け
さ
せ
て
宴
席
の
し
き
り
役
と

な
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
彼
女
は
き
っ
と
御
礼
に
百
縛
了
十
万
銭
)

を
お
贈
り
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
は
ず
で
す
。
」
と
言
っ
た
。

貫
調
は
そ
の
ま
ま
洛
陽
に
戻
り
、
潤
橋
の
側
に
行
っ
た
。
そ
の
淵
は
澄

み
切
っ
て
深
く
、
ど
う
や
っ
て
も
霞
の
家
に
行
け
そ
う
な
気
が
し
な
い
。

し
ば
ら
く
し
て
、
竜
神
が
自
分
を
だ
ま
す
は
ず
が
な
い
と
思
い
、
試
し
に

眼
を
閉
じ
て
橋
脚
を
叩
い
て
み
る
と
、
突
然
応
答
す
る
者
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
目
を
聞
い
て
み
る
と
、
橋
も
揮
も
見
え
ず
、
朱
塗
り
の
門
の
屋
敷
と
、

高
低
様
々
の
棲
閤
が
並
ん
で
い
た
。
紫
色
の
衣
の
使
者
が
貰
調
の
前
に
腕

を
組
ん
で
立
ち
、
貫
詞
の
来
意
を
尋
ね
た
。
貫
詞
は
「
呉
郡
よ
り
参
り
ま

し
た
。
若
君
よ
り
手
紙
が
あ
り
ま
す
。
」
と
答
え
た
。
尋
ね
た
使
者
は
手

紙
を
持
っ
て
屋
敷
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
ま
た
出
て

き
て
、
「
奥
方
様
が
、
お
入
り
下
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。
」
と
言
っ
た
。

そ
う
し
て
建
物
の
中
に
入
り
、
四
十
歳
ほ
ど
の
母
親
と
い
う
人
に
面
会

し
た
。
服
は
全
部
紫
で
、
心
惹
か
れ
る
容
貌
で
あ
っ
た
。
貰
詞
は
彼
女
に

拝
礼
し
、
母
親
も
答
礼
し
た
。
さ
ら
に
「
我
が
子
は
遠
く
旅
立
ち
、
し
ば

ら
く
音
信
不
通
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
あ
な
た
が
御
足
労
下
さ
っ
た
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お
か
げ
で
、
数
千
里
の
彼
方
よ
り
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
あ
の
子
は
い
さ

さ
か
上
官
の
不
興
を
買
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
恨
み
は
ま
だ
消
え
て
お
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
一
度
こ
こ
を
離
れ
て
か
ら
は
、
三
年
音
沙
汰
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
な
た
が
わ
ざ
わ
ざ
お
い
で
下
さ
ら
な
け
れ
ば
、
憂
い
の

気
持
ち
が
今
な
お
積
み
重
な
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
」
と
礼
を
述
べ

た
。
話
し
終
わ
る
と
貫
詞
に
座
る
よ
う
に
言
っ
た
。
貰
調
は
「
御
子
息
と

兄
弟
の
契
り
を
結
び
ま
し
た
か
ら
に
は
、
妹
君
は
私
の
妹
で
も
あ
り
ま
す
。

お
会
い
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
言
っ
た
。
母
親
は
「
あ
の
子
の
手
紙

に
も
そ
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
娘
は
大
体
身
だ
し
な
み
を
整
え
終
わ
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
出
て
来
て
お
目
に
か
か
る
で
し
ょ
う
。
」
と
言
っ
た
。
突
然

青
衣
の
下
女
が
現
れ
て
、
「
お
嬢
様
が
お
い
で
で
す
。
」
と
言
っ
た
。
年
は

十
五
、
六
歳
く
ら
い
、
類
い
稀
な
る
容
貌
で
、
人
に
勝
る
聡
明
き
で
あ
っ

た
。
彼
女
は
拝
礼
し
て
母
親
の
側
に
座
っ
た
。

そ
う
し
て
食
事
の
用
意
を
さ
せ
た
が
、
と
て
も
清
潔
な
も
の
だ
っ
た
。

向
か
い
合
っ
て
食
べ
て
い
る
時
、
母
親
は
突
然
眼
が
赤
く
な
り
、
貫
調
を

ま
っ
す
ぐ
見
た
。
娘
は
慌
て
て
、
「
こ
の
方
は
兄
上
が
頼
り
に
し
て
お
い

で
に
な
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
、
礼
に
よ
っ
て
も
て
な
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
『
心
配
事
を
無
く
』
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
不

安
を
感
じ
き
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
「
手
紙
で
は

兄
の
判
断
に
よ
っ
て
百
縄
を
お
贈
り
す
る
よ
う
に
と
あ
り
ま
す
が
、
百
蝿
帽

を
一
人
で
お
持
ち
に
な
る
の
は
難
儀
な
こ
と
、
軽
く
持
ち
運
べ
な
く
て
は

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
そ
れ
と
同
じ
値
打
ち
の
器
を
差
し
上
げ
た

い
と
思
つ
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
」
と
言
っ
た
。
貫
詞
は
「
す

で
に
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
で
い
る
上
に
、
手
紙
を
一
通
届
け
た
だ
け
で
す

の
に
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
を
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。
」
と

言
っ
た
。
母
親
は
「
あ
な
た
が
貧
し
い
旅
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
の
子

が
詳
し
く
し
た
た
め
て
お
り
ま
す
。
こ
た
び
の
あ
な
た
の
行
い
は
あ
の
子

の
願
い
に
か
な
う
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
御
辞
退
な
さ
り
ま
せ
ん
よ

う
に
。
」
と
言
っ
た
。
貫
調
は
礼
を
言
っ
た
。
そ
し
て
母
親
は
鎮
園
の
椀

を
持
っ
て
こ
さ
せ
た
。

ま
た
食
事
し
て
い
る
と
、
幾
ら
も
し
な
い
内
に
、
母
親
の
限
が
ま
た
赤

く
な
り
、
両
方
の
口
角
か
ら
誕
が
垂
れ
て
き
た
。
娘
は
慌
て
て
母
親
の
口

を
掩
っ
て
、
「
兄
上
は
心
か
ら
こ
の
方
に
お
願
い
を
し
た
の
で
す
か
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
何
と
「
母

は
高
齢
で
、
成
病
の
発
作
が
起
こ
る
と
礼
儀
正
し
く
按
し
よ
う
と
し
て
も

で
き
な
い
の
で
す
。
兄
上
は
お
帰
り
に
な
ら
れ
た
方
が
よ
ろ
し
い
か
と
存

じ
ま
す
。
」
と
言
っ
た
。
娘
は
怖
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
娘

は
事
目
衣
の
下
女
に
椀
を
持
っ
て
こ
さ
せ
、
手
ず
か
ら
貫
調
に
授
け
て
、
「
こ

れ
は
厨
賓
固
の
椀
で
す
。
か
の
固
で
は
こ
の
椀
に
よ
っ
て
災
い
を
鎮
め
ま

す
。
唐
の
人
が
こ
れ
を
手
に
入
れ
て
も
、
使
い
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。
十
万

銭
の
債
が
つ
い
た
ら
お
売
り
下
さ
い
。
そ
れ
よ
り
下
で
は
売
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
私
は
母
の
具
合
が
悪
く
、
側
に
居
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、

ゆ
っ
く
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
再
拝
し
て
屋
敷
の
中

に
入
っ
て
い
っ
た
。

貫
詞
は
椀
を
手
に
し
て
数
歩
歩
い
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
碧
の
揮
や

高
い
橋
は
最
初
に
到
着
し
た
時
の
ま
ま
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
手
に
し
た
器
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を
見
て
み
る
と
、
何
と
黄
色
の
銅
椀
で
あ
っ
た
。
そ
の
値
釘
ち
は
た
っ
た

三
銭
か
五
銭
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
貫
詞
は
竜
の
妹
が
全
く
の
で
た
ら

め
を
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
器
を
手
に
し
て
市
場
に
売
り
に

行
っ
て
み
る
と
、
七
百
銭
や
八
百
銭
、
或
い
は
五
百
銭
の
値
を
つ
け
る
者

が
い
た
。
し
か
し
貫
詞
は
竜
神
は
信
義
を
貴
ぴ
、
人
を
崩
す
は
ず
が
な
い

と
考
え
、
毎
日
器
を
持
っ
て
市
場
に
行
っ
た
。
一
年
ほ
ど
す
る
と
、
西
市

の
唐
に
突
然
西
域
の
旅
人
が
や
っ
て
来
た
。
旅
人
は
こ
の
椀
を
見
て
大
い

に
喜
び
、
値
段
を
尋
ね
た
。
貫
詞
が
「
二
百
縛

(
H
三
十
万
銭
)
だ
。
」

と
答
え
る
と
、
旅
人
は
「
物
に
は
適
し
た
値
段
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
が
ど
う
し
て
た
っ
た
の
二
百
緒
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
し
か

し
そ
も
そ
も
こ
れ
は
中
国
の
宝
で
は
な
く
、
持
っ
て
い
て
も
何
の
利
益
も

無
い
。
百
縄
で
ど
う
だ
。
」
と
言
っ
た
。
貰
詞
は
初
め
竜
神
と
約
束
し
て

い
た
の
が
そ
れ
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
上
は
求
め
ず
、
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
て
椀
を
渡
し
た
。

旅
人
は
「
こ
れ
は
厨
賓
国
の
鎮
国
の
椀
だ
。
か
の
固
で
は
大
い
に
人
の

災
厄
を
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
椀
が
失
わ
れ
て
以
来
、
厨
賓
固
は
荒

れ
果
て
て
戦
火
が
止
ま
な
い
。
私
は
こ
の
椀
が
竜
に
盗
ま
れ
て
既
に
四
年

近
く
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
厨
賓
固
の
君
主
は
圏
中
の
半
年
分
の
税
収

で
こ
の
椀
を
買
い
戻
そ
う
と
し
て
い
る
。
お
ま
え
は
ど
う
や
っ
て
こ
れ
を

手
に
入
れ
た
の
か
。
」
と
一
言
っ
た
。
貫
詞
は
詳
し
く
事
情
を
話
し
た
。
旅

人
「
厨
賓
固
を
守
護
す
る
竜
が
天
に
訴
え
、
丁
度
追
っ
手
が
か
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
霞
が
故
郷
を
離
れ
た
理
由
だ
。
天
界
の
役
人
は
厳
し
く
て
自

首
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
お
ま
え
に
こ
と
寄
せ
て
こ
れ
を
送
り
返

さ
せ
た
の
だ
。
懇
ろ
に
妹
に
会
つ
よ
う
に
言
っ
た
の
は
、
本
当
に
お
ま
え

を
親
し
く
思
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
老
い
た
竜
が
お
ま
え
を
食
い
た

い
と
思
っ
た
り
、
或
い
は
本
当
に
食
べ
よ
う
と
し
た
ら
、
妹
に
お
ま
え
を

守
ら
せ
よ
う
と
し
た
だ
け
だ
。
こ
の
椀
が
出
て
き
た
か
ら
に
は
、
奴
も

き
っ
と
戻
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が

「心
配
事
を
無
く
す
』
と
い
う
こ

と
だ
。
五
十
日
後
、
治
水
に
繋
が
る
運
河
の
波
が
ぎ
ぱ
っ
と
商
く
上
が
っ

て
太
陽
を
隠
す
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
霞
が
戻
っ
て
き
た
徴
だ
。
」
貫
詞
「
ど

う
し
て
五
十
日
し
て
か
ら
帰
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」
旅
人
「
私
が

こ
の
椀
を
持
っ
て
山
脈
を
越
え
た
ら
、
そ
こ
で
初
め
て
帰
っ
て
こ
れ
る
の

だ
。
」
貫
詞
は
そ
の
こ
と
を
覚
え
て
お
い
た
。
五
十
日
経
っ
て
来
て
み

る
と
、
確
か
に
そ
の
通
り
だ
っ
た
。
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当
者
、
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編
集
責
任
者
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